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概要
『Windows Small Business Server 2003 機能ガイド』へようこそ。

Windows Small Business Server 2003 は、小規模企業に、電子メール、セキュアなインターネット接続、企業のイントラネット、リモート接続、モバイル機器のサポート、ファイルとプリンタの共有、バックアップと復元の機能、共同作業のためのアプリケーション プラットフォームなど、豊富な機能を提供するサーバー ソリューションです。
Windows Small Business Server 2003 は、第 4 世代のリリースです。製品のコア エンジンとして、きわめて信頼性が高く、管理しやすい Microsoft Windows Server™ 2003 オペレーティング システムを実装すると共に、Microsoft Exchange Server 2003 と Microsoft® Windows SharePoint™ Services も組み込むように設計されています。小規模企業の顧客やテクノロジ プロバイダは、この技術の組み合わせを使用し、革新的な管理ツールを採用することによって、よりスピーディーかつ効率的なビジネス環境を構築することができます。
Windows Small Business Server 2003 の機能
マイクロソフトは、小規模企業のサーバー運用環境をどのようにイメージしているかという問いに対する小規模企業テクノロジ プロバイダや顧客からの膨大なインプットに基づいて、Windows Small Business Server 2003 を開発しました。
このガイドでは、Windows Small Business Server 2003 の主な機能について概説します。また、これらの機能が、以前のバージョンの Small Business Server の同様な機能と比べてどのように異なるかについての情報も提供します。
電子メール、ネットワーク、およびインターネット接続
今日の市場において、インターネット アクセスは小規模企業にとって不可欠なものになっています。Windows Small Business Server 2003 は、企業がインターネット接続を活用するために必要なすべてを備えています。すぐに使用開始できるツールによって提供される機能には、インターネットに対する共有アクセスのための管理しやすいソリューション、ローカル ネットワークの保護に役立つファイアウォール、Exchange Server ベースのインターネット電子メール、および、ユーザーがインターネット アクセスを使用して任意のコンピュータから個別の作業や共同作業を続けるのに役立つ、Outlook® Web Access やリモート Web ワークプレースなどのプロダクティビティ ツールがあります。
Microsoft Windows SharePoint Services を使用した小規模企業のイントラネット
Windows Small Business Server 2003 は、Windows SharePoint Services ベースの事前に設定された内部の Web サイトを提供します。共同作業者は、このイントラネット サイトを使用して、コラボレーション環境で情報を共有できます。このサイトには、共有ドキュメント ライブラリ、アナウンス、イベント、およびリンクが含まれます。
リモート アクセス
ますます増加するモバイル従業員に対応するために、Windows Small Business Server 2003 には新開発のリモート Web ワークプレースが搭載されています。これは、電子メールやリモート デスクトップ、企業の社内 Web サイト、管理者用のリモート サーバー管理機能などへのアクセスを提供する、リモート ユーザー用の Web サイトです。また、リモート アクセス ウィザードによってセットアップと使用が容易な、仮想プライベート ネットワーク (VPN) 機能も含まれています。
モビリティ
Windows Small Business Server 2003 は、ユーザーがオフィスを離れているときに携帯電話やその他の携帯デバイスを使用して、電子メール、スケジュール、予定表、タスク情報などにアクセスすることを可能にする、決定的なモバイル ユーザー ソリューションを提供します。この機能は、Exchange Server 2003 の Outlook Mobile Access (OMA) 機能の上に構築されています。Windows Small Business Server 2003 では、携帯デバイスのセットアップと設定が簡略化されます。
サーバーの管理
Windows Small Business Server 2003 には、ネットワークの効率的な動作を保証する、更新された、エンド ツー エンドのネットワーク管理機能が装備されています。ウィザードによって、繰り返しの多い一般的なタスクが簡略化され、また、事前に設定された管理コンソールによって、ネットワークの管理に必要なツールが提供されます。
ユーザーの追加とクライアント コンピュータのセットアップ
Windows Small Business Server 2003 には、ユーザー アカウントの作成やクライアント コンピュータのセットアップを迅速かつ効率的に行うための、更新されたクライアント セットアップ機能が搭載されています。新機能として、フロッピー ディスクの代わりに Web サイトを使用したクライアント ネットワーク設定、ユーザー テンプレート、クライアント アプリケーションを事前に設定する機能、統合ウィザード、拡張されたモバイルおよびリモート ユーザー ツールなどがあります。これらの新機能によって、ユーザーやコンピュータのアカウントの展開、設定、および管理が容易になります。
前のバージョンの Small Business Server では、一度に 1 つのユーザー アカウントしか追加できませんでした。Windows Small Business Server 2003 では、ユーザー追加ウィザードを使用して、複数のユーザー アカウントを同じユーザー テンプレートに基づいてすべて一度に追加できます。
追加サーバー コンピュータのセットアップ
Windows Small Business Server 2003 では、1台または複数台のサーバーをネットワークに追加できます。追加サーバーはクライアントまたはサーバーアプリケーションを実行できるほか、ターミナル サーバー接続を可能にするために使用することもできます。
監視とレポート作成
Windows Small Business Server 2003 では、技術コンサルタントや企業経営者がサーバーの利用状況を監視し、パフォーマンスと利用状況のレポートを電子メールまたはオンラインで受信することを可能にする、機能拡張されたツールが提供されます。監視とレポート作成のツールを使用すれば、サーバーが正常に動作していることを保証することが可能になるとともに、問題が発生した場合でも迅速に応答できるようになるため、ダウンタイムが短縮します。これらのツールによって、ビジネスの生産性や顧客満足度が向上します。
バックアップと復元
Windows Small Business Server 2003 は、テクノロジ プロバイダや新任の管理者が独自のバックアップ戦略を開発し、完全なバックアップを準備し、さらに、サーバー全体やバックアップされたすべてのデータを復元するときに役立つ、統合バックアップ ソリューションを提供します。また、このバックアップ ソリューションには、オンサイトのテープ交換者へのリマインダの提供や、各バックアップ操作の成功または失敗の電子メール メッセージでのレポートといった機能もあります。
セットアップ
Windows Small Business Server 2003 のセットアップは機能拡張されており、エンド ツー エンドのソリューション、生産性を向上させるための新しいツール、および OEM が Windows Small Business Server 2003 を完全にプレインストールするための機能を提供します。
電子メール、ネットワーク、およびインターネット接続
すぐに使用開始できる電子メールとセキュアなインターネット接続
Windows Small Business Server 2003 は、Exchange Server 2003 を使用した、堅牢な電子メール ソリューションを提供します。さらに、1 つのウィザードを使用するだけで、ネットワーク、ファイアウォール、セキュアな Web サイト、および電子メールを容易に設定して、Windows Small Business Server を実行しているコンピュータをインターネットに正しく接続することが可能です。これによって、接続とセキュリティが最初から正しくセットアップされるようになります。
· 電子メール、ネットワーク、およびインターネット接続
	説明
	電子メールとインターネット接続の設定ウィザード。このウィザードは、Windows Small Business Server ネットワークのインターネット接続を容易に設定できるようにします。このウィザードには、次の機能があります。
· ブロードバンドとダイヤルアップ (PPPoE [Point-to-Point Protocol over Ethernet] 接続や外部のルーター デバイスを含む) のインターネット接続使用のサポート。
· DNS (Domain Name Service)、DHCP (Dynamic Host Configuration Protocol)、WINS (Windows Internet Name Service) などのネットワーク サービスの自動設定。
· サーバーでのファイアウォール サービスの容易な設定。
· インターネット ユーザーが Outlook Web Access、リモート Web ワークプレース、および企業内部の Web サイトにアクセスできるようにするための、サーバーの Web サイト設定のサポート。
· Web ブラウザと Web サイトの間の接続を保護するのに役立つ、SSL (Secure Sockets Layer) 設定のサポート。
· インターネット電子メールに対する Exchange Server の容易な設定。
· ネットワーク問題のトラブルシューティング時に、サーバーを「既知の正常な」状態に設定するためのサポート。
電子メールとインターネット接続の設定ウィザード スクリプト。ウィザードが実行されるたびに、Visual Basic® スクリプトが生成されます。このスクリプト (Config.vbs) を現在の設定と共に使用することによって、スクリプトが生成された時点のコンピュータの設定を復元したり、このスクリプトをカスタマイズして使用することによって、Windows Small Business Server 2003 を実行している別のコンピュータを設定したりすることが可能です。
Microsoft Connector for POP3 Mailboxes。この機能は、既存の POP3 (Post Office Protocol 3) メールボックス アカウントを、Exchange を使用するように移行できるようにします。このコネクタを使用すれば、電子メールを定期的に既存の POP3 アカウントからダウンロードし、その電子メールを Microsoft® Office Outlook® 2003 内の受信者の受信トレイに配信するようにできます。これによって、統合された電子メール体験が創造されます。

	機能拡張の内容
	電子メールとインターネット接続の設定ウィザードでは、次のいくつかの新しいセキュリティ拡張機能が提供されます。
· Web サイトを設定するための SSL (Secure Sockets Layer) のサポート。
· 受信した電子メール メッセージからの添付ファイル フィルタリングのサポート。
· 新しいスクリプト機能。スクリプト ファイルを使用して、Windows Small Business Server 2003 を実行しているコンピュータをインターネットに接続するように設定することによって、ネットワーク設定を複数の Windows Small Business Server 2003 サイトにわたって容易に複製できるようになりました。
· PPPoE インターネット接続のサポート。
電子メールとインターネット接続の設定ウィザード スクリプト。これは、Windows Small Business Server 2003 の新機能です。
Microsoft Connector for POP3 Mailboxes によって、次の拡張機能が提供されます。
· Secure Password Authentication のサポート。

· 完全な再設計による信頼性の向上。

	起動方法
	· 電子メールとインターネット接続の設定ウィザードを起動するには、[スタート] メニューの [サーバーの管理] をクリックします。コンソール ツリーの [インターネットと電子メール] をクリックします。詳細ウィンドウの [インターネットへの接続] をクリックします。
· 電子メールとインターネット接続の設定ウィザード スクリプトを使用するには、まず、ウィザードを実行して Config.vbs ファイルを生成します。次に、Config.vbs ファイルをフロッピー ディスクにコピーし、そのファイルをメモ帳で開きます。2 番目のサーバーの設定条件に応じてスクリプトの値を変更してから、2 番目のコンピュータでスクリプト ファイルを実行します。
· POP3 Connector Manager を開くには、[スタート] メニューの [サーバーの管理] をクリックします。コンソール ツリーの [POP3 Connector Manager] をクリックします。詳細ウィンドウの [POP3 Connector Manager を開く] をクリックします。


· Exchange Server を使用したインターネット電子メール
	説明
	Exchange Server 2003 は、インターネットおよびイントラネット電子メールのためのメッセージング ソリューションを提供します。また、Office Outlook 2003 と統合することによって、会議のスケジュール設定やオンライン会議の開催が可能です。さらに、Outlook Web Access を通して、ユーザーに電子メール、スケジュール設定、および連絡先へのリモート Web アクセスを提供します。

	機能拡張の内容
	リッチなインターネット対応電子メール。Outlook 2003 を Exchange Server 2003 と共に使用すれば、ユーザーは次の新機能を利用できます。
· 検索フォルダは、複数の物理フォルダにわたって設定された条件に基づいてコンテンツを検索する仮想フォルダです。たとえば、既定の検索フォルダの 1 つに「大きなメッセージ」があります。この検索フォルダをクリックすると、メールボックス内の大きなメッセージのすべてが表示されます。メッセージをカスタム オプションに基づいて検索するように、新しい検索フォルダを作成できます。
· キャッシュ モードは、オンライン モードとオフライン モードの組み合わせであり、Outlook 2003 の既定のモードです。ユーザーがクライアント コンピュータを起動すると、Outlook 2003 は Exchange Server にその存在を登録し、新しいメール通知を受信します。ただし、すべてのフォルダ データがサーバーから直接読み取られのではなく、メールボックス フォルダがローカル コンピュータ上のキャッシュにダウンロードされます。この利点は、ユーザーがメッセージを再度開こうとするときや、サーバー接続が失われている場合に、サーバーと通信しなくてもメッセージをローカルに開くことができる点にあります。
· Outlook 2003 の Smart Change Synchronization は、アイテム単位に実行されます。つまり、メッセージ オブジェクトや、ヘッダーの一部にでも変更が発生した場合は、そのアイテムの再同期が必要になります。ただし、メッセージにフォローアップのフラグが付いている場合や、メッセージに返信または転送する場合 (受信トレイ ビューのアイコン インジケータが変化する) は副作用があります。たとえば、モバイル ユーザーが、大きなメッセージをローカルの OST ファイルと同期化し、次にそのメッセージに応答したとすると、ヘッダーがごくわずかしか変更されていないにもかかわらず、その大きなメッセージはサーバーとの再同期が必要になります。Outlook 2003 は、返信/転送のヘッダー情報やメッセージ フラグを特殊な属性として扱います。これらが変更されても、オブジェクト全体の同期は繰り返されません。
· Outlook Web Access では、再設計されたユーザー インターフェイス、添付ファイルのブロッキング、コンテンツ フィルタリング、アドレス帳の拡張機能 (グローバル アドレス一覧プロパティ シートを含む)、セッション非アクティブのタイムアウト、およびメッセージをデジタル署名や暗号化を使用して作成し、読み取る機能が提供されます。
· RPC over HTTP。Exchange Server 2003 と Outlook 2003 が Windows Server 2003 と一体となって、RPC (リモート プロシージャ コール) over HTTP をサポートできるようになりました。これによって、Outlook 2003 は、RPC サーバー プログラムにインターネット経由でセキュアに接続し、リモート プロシージャ コールを実行することが可能になります。クライアント コンピュータが、リモート ネットワーク上の Internet Information Services (IIS) を実行しているコンピュータへの HTTP 接続を確立できる場合は、そのリモート ネットワーク上の使用可能な任意のサーバーに接続し、リモート プロシージャ コールを実行できます。RPC クライアントおよびサーバー プログラムは、それらが異なるネットワーク上のファイアウォールの背後に存在する場合でも、インターネット経由で接続できます。
· 複数のパブリック フォルダ ツリー。Exchange では複数のパブリック フォルダ ツリーがサポートされているため、コラボレーション アプリケーションをより柔軟に展開できます。コラボレーション データベースは、機能別、業務別、または地域別にグループ化できます。たとえば、あるパブリック フォルダ ツリーには人事部門用のすべてのアプリケーションを格納し、別のパブリック フォルダ ツリーを経理部門用、さらに 3 番目のパブリック フォルダ ツリーを研究開発部門用とすることができます。これによって、データの管理、複製、および構成が容易になります。

	起動方法
	Exchange Server を設定するには、電子メールとインターネット接続の設定ウィザードを使用します。


Microsoft Windows SharePoint Services を使用した小規模企業のイントラネット
知識の共有とチーム コラボレーションによる生産性の向上
Windows Small Business Server 2003 は、Windows SharePoint Services ベースの内部 Web サイトを提供します。このサイトは、ユーザーがリッチな環境の中で容易に共同作業を行い、ドキュメントを共有できる集中ロケーションを提供します。たとえば、ユーザーは、共有ドキュメント ライブラリへのドキュメントのポスト、企業の休暇予定表の表示、ヘルプデスクへの要求の入力、調査またはディスカッション グループへの参加などが可能です。
· 内部 Web サイト
	説明
	· 共有ドキュメント ライブラリは、ほとんどの小規模企業がすぐに使用開始できる、事前に定義された一連のドキュメント ライブラリを提供します。この既定の一覧には、一般ドキュメント、プロジェクト、プレゼンテーション、およびアーカイブ ドキュメントが含まれます。サンプル ライブラリが特定の顧客のニーズに適合しない場合は、新しいドキュメント ライブラリを作成できます。
· 共有一覧は、知識作業者が情報の共有に使用できる、Windows SharePoint Services 内の一覧のセットを提供します。既定では、これらの一覧には、アナウンス、イベント、リンク、休暇予定表、およびヘルプデスクが含まれています。
· サンプルと事前設定コンテンツには、一覧とライブラリのいくつかのサンプルだけでなく、これらの各ライブラリに設定されたサンプル コンテンツも含まれています。これらのサンプル コンテンツは、ユーザーが機能をどのように使用でき、ニーズに合わせてどのようにカスタマイズできるかを説明しています。
· 共有ピクチャ ライブラリは、チームの間でイメージを共有するための、リッチなグラフィカル インターフェイスを提供します。これらのイメージ ライブラリによって、プレビューと表示の機能が提供されます。
· 警告は、ユーザーが一覧またはドキュメント ライブラリに格納されたコンテンツを購読できるようにします。コンテンツが変更されるか、新しいファイルが追加された場合は、メール通知が提供されます。
· ファックス ルーティングは、ユーザーが、受信したファックスを着信ファックス ドキュメント ライブラリにルーティングできるようにします。
· SharePoint へのファイルのインポートでは、ファイルのインポート ウィザードが追加され、これらのドキュメントの企業イントラネットへの転送が容易になります。このウィザードは、コンテンツをファイル システムから、Windows SharePoint Services のすべての機能が使用可能なドキュメント ライブラリにコピーします。
· エンド ユーザー ヘルプ トピックには、Windows Small Business Server 2003 環境に関係の深いタスクへの支援提供に的を絞った、Web ベースの一連のヘルプ トピックが含まれます。

	機能拡張の内容
	内部 Web サイトは、Windows Small Business Server 2003 の新機能です。

	起動方法
	内部 Web サイトを開くには、http://<sbsserver>/companyweb にアクセスします。


リモート アクセス
すぐに使用開始できるリモート アクセス ソリューション
リモート Web ワークプレースは動的に更新される Web サイトであり、インターネットにアクセス可能な任意のコンピュータを使用する、世界中の任意の場所にいる認証されたリモート ユーザーに、シンプルな単一の統合エントリ ポイントを提供します。ユーザーは、単純なインターネット アドレスを使用してリモート Web ワークプレースに接続し、電子メールドキュメントなどの Windows Small Business Server 機能や、自分のデスクトップにアクセスできます。
また、Windows Small Business Server を実行しているコンピュータを設定して、認証されたユーザーがまるでローカルに接続されているようにネットワークに接続し、リソースを使用できるようにすることも可能です。サーバーを VPN (仮想プライベート ネットワーク) やダイヤルイン アクセスが可能なように設定するには、リモート アクセス ウィザードを使用します。
· リモート アクセス
	説明
	リモート Web ワークプレースは、指定されたユーザーが、インターネットに接続可能なコンピュータを使用して、任意の場所から次の Windows Small Business Server 機能にアクセスできるようにします。
· Outlook Web Access。ユーザーは、インターネットから Microsoft Office Outlook 2003 のインターネット バージョンを用いて、電子メール、予定表、連絡先、仕事にアクセスできます。
· リモート デスクトップ。ユーザーは、インターネットを使用して、作業中の自分のコンピュータのデスクトップにアクセスできます。
· Windows SharePoint Services。ユーザーは、インターネットから企業の内部 Web サイトにアクセスできます。
· 接続マネージャ。ユーザーは、コンピュータを企業ネットワークにリモートで接続するためのプロセスを自動化する、接続マネージャをダウンロードできます。
· 管理者アクセス。管理者は、リモート Web ワークプレースによって次の追加機能にアクセスできます。
· リモート デスクトップ。企業ネットワーク上のすべてのサーバーやクライアント コンピュータのデスクトップにアクセスします。
· Windows SharePoint Services。企業の内部 Web サイトを管理します。
· ヘルプデスク。ネットワーク ユーザーからのヘルプデスク要求の一覧を表示します。
· 監視レポート。企業ネットワークに対するパフォーマンスと利用状況のレポートを表示します。
リモート アクセス ウィザードは、サーバーを、VPN とモデムを使用したダイヤルイン アクセスの両方によるリモート アクセスを許可するように設定します。また、リモート アクセスに対するルーティングとリモート アクセス サービスを設定し、Windows Small Business Server 上のファイアウォールに対する必要な設定を行います。さらに、必要な接続情報がすでに設定されたクライアント コンピュータに展開できる構成パッケージを作成します。このパッケージは、コンピュータのセットアップ ウィザードを使用してモバイル クライアント コンピュータに自動的にインストールできます。


	機能拡張の内容
	· リモート Web ワークプレースは Windows Small Business Server 2003 の新機能であり、ユーザーがリモート アクセス機能にアクセスできる単一の場所を提供します。
· リモート アクセス ウィザードは、Windows Small Business Server 2003 の新機能です。このウィザードは、以前のバージョンの Small Business Server で手作業で設定されたリモート アクセス機能を自動的に設定します。

	起動方法
	· リモート Web ワークプレースにアクセスするには
1. インターネットに接続します。
2. Microsoft Internet Explorer を起動し、アドレス バーに次の URL のいずれかを入力します。
· 登録されたドメイン名があり、それが Windows Small Business Server を実行しているコンピュータを指している場合は、https://externaladdress.com/remote と入力します。
· 登録されたドメイン名があり、それがインターネット サービス プロバイダ (ISP) を指している場合は、https://servername.externaladdress.com/remote と入力します。
· Windows Small Business Server を実行しているコンピュータの外部 IP アドレスがわかっている場合は、https://ip address/remote と入力します。
· リモート アクセス ウィザードを起動するには、[スタート] メニューの [サーバーの管理] をクリックします。コンソール ツリーの [ネットワークと電子メール] をクリックします。詳細ウィンドウの [リモート アクセスの設定] をクリックします。


モビリティ
携帯デバイスを使用した、すぐに使用開始できるリモート アクセス ソリューション
Microsoft リッチ デバイスのユーザーは、Windows Small Business Server 2003 ネットワークからインターネット経由で、自分の電子メール、予定表、およびタスク情報にアクセスできます。Windows Small Business Server 2003 のモビリティ ソリューションによって、Microsoft Smartphone 2003 および Microsoft Pocket PC Phone Edition 2003 デバイスのセットアップとプロビジョニングが簡単になります。
· モビリティ
	説明
	· モビリティは、技術の専門家に、顧客のモバイル機器をサポートするための簡単な方法を提供します。Windows Small Business Server 2003 のモビリティは、Exchange Server 2003 の Outlook Mobile Access 機能の上に構築されています。

	機能拡張の内容
	· モビリティは、Windows Small Business Server 2003 の新機能です。

	起動方法
	· クライアント コンピュータがネットワークに追加されると、Windows Small Business Server 2003 コンピュータ セットアップ ウィザードが  ActiveSync® テクノロジをクライアント コンピュータに展開し、これによってモバイル機器をサポートできるようになります。
· ユーザーはデバイスを接続するために、管理者は ActiveSync をクライアント コンピュータに展開します。クライアント コンピュータへの ActiveSync のインストールが完了したら、ユーザーは以下の手順を実行します。
1. デバイスに添付されているクレードルまたはケーブルを使用して、モバイル機器をクライアント コンピュータに接続します。
2. ActiveSync が自動的に起動して、接続設定ウィザードを完了するようにユーザーに要求します。
3. ユーザーは、ユーザー名とパスワードを指定する必要があります。その他の必要な情報はすべて、Windows Small Business Server 2003 によって提供されます。


サーバーの管理
より低いコストでの柔軟性とシステム信頼性の向上
Windows Small Business Server 2003 には、事前に設定された管理コンソールが 2 つ用意されています。最初の [サーバーの管理] には、ネットワーク管理のための一連のリッチな管理ツールが含まれています。2 番目の [パワー ユーザーのためのサーバーの管理] は、基本的なタスクをオンサイトのパワー ユーザーに委任できるようにします。パワー ユーザーには、通常、ユーザーまたはグループ アカウントの追加や、リソース プロパティの表示などのタスクが割り当てられます。
· 管理ツール
	説明
	コンソール
· [サーバーの管理] は、サーバーやネットワークの設定と管理に使用されます。これには、ユーザー アカウント、プリンタ、ファックス マシン、ファイル、共有フォルダ、ライセンス、ネットワーク、電子メール、監視、イントラネット、バックアップなどの操作に使用されるツールが含まれます。また、Exchange、Internet Information Services (IIS)、および Active Directory® ディレクトリ サービスを操作するための高度なツール類も含まれます。
· [パワー ユーザーのためのサーバーの管理] には、[サーバーの管理] ツールのサブセットが含まれます。このコンソールには、ユーザー アカウント、グループ アカウント、コンピュータ、プリンタ、共有フォルダなどを操作するための最も一般的な管理ツールが含まれます。
· コンソールのカスタマイズは、パワー ユーザーに特定のタスクを許可または拒否できるようにします。[パワー ユーザーのためのサーバーの管理] は、ビジネス ニーズを満たすようにカスタマイズしたり、個別のツールを追加または削除したりできます。
リモート アクセス
· ターミナル サービスは、サーバー上で実行されている Windows ベースのプログラムにリモート コンピュータ アクセスを提供します。Windows Small Business Server 2003 のターミナル サービスでは、Windows Small Business Server 2003 ネットワークの外部にあるコンピュータも含めて、任意のコンピュータからサーバーをリモートで管理できます。ターミナル サービスを使用すれば、インターネット上の任意のコンピュータからサーバーにアクセスできます。
· リモート Web ワークプレースは動的に作成される Web サイトであり、インターネットにアクセス可能なデバイスを使用する、世界中の任意の場所にいる認証されたリモート ユーザーに、シンプルで、統合された、単一のエントリ ポイントを提供します。ユーザーは、単純なインターネット アドレスを使用してリモート Web ワークプレースに接続し、Outlook Web Access などの Windows Small Business Server リモート アクセス機能や、自分のデスクトップにアクセスできます。
· クライアント コンピュータのリモート管理は、Microsoft Windows XP Professional の機能であるリモート デスクトップによって可能になります。この機能は、ターミナル サービスで使用されているのと同じ技術をベースにしています。また、クライアント コンピュータをリモートで管理できるようになるため、サイトへ足を運ぶ頻度を少なくできます。小規模企業が Windows Server 2003 を実行している追加のサーバーを保有している場合は、これらのサーバーもリモートで管理できます。
ユーザー アカウント
· ユーザーのアクセス許可の変更ウィザードは、1 人または複数のユーザーのアクセス権およびファイルのアクセス許可を変更する機能を提供します。

· パスワード ポリシーの有効化は、強力なパスワード ポリシーを強制することによって、ネットワークのセキュリティを向上させます。

	機能拡張の内容
	· [サーバーの管理] は、よりタスク指向であり、使いやすくするために再設計されました。バックアップ、イントラネット、および追加のサーバーを管理するための新しいツール類も使用可能になりました。
· Microsoft Windows XP Professional を実行しているクライアント コンピュータのリモート管理は、Windows Small Business Server 2003 の新機能であり、Windows XP Professional および Windows Server 2003 を実行しているコンピュータでのみ使用可能です。

	起動方法
	· サーバーにログオンすると、[サーバーの管理] が開きます。最後にシャットダウンしたときにコンソールが閉じたために再びそれを開く場合は、[スタート] メニューの [サーバーの管理] をクリックします。
· 任意のコンピュータでリモート デスクトップ Web 接続を起動するには、Internet Explorer を起動し、www.domainname.com/remote (domainname は、接続できるサーバーのドメイン名) にアクセスして、適用可能なリンクをクリックします。ターミナル サービス Web クライアントがダウンロードされ、そのサーバーに接続できるようになります。インターネットからリモートでサーバーにアクセスするには、Windows Small Business Server 2003 を、ターミナル サービス接続を許可し、かつリモート デスクトップ Web 接続の Web サイトを発行するように設定します。これらの 2 つの設定は、電子メールとインターネット接続の設定ウィザードを使用して行うことができます。
· ターミナル サービスは、Windows Small Business Server 2003 を実行しているコンピュータに既定でインストールされ、自動的に実行されます。ターミナル サービスを使用して、Windows XP Professional を実行しているサーバーまたはクライアント コンピュータに接続するには、[スタート] メニューの [すべてのプログラム] をポイントします。[アクセサリ] をポイントし、[通信] をポイントして、[リモート デスクトップ接続] をクリックします。


追加サーバーのセットアップ
柔軟で迅速な追加サーバーの展開

Windows Small Business Server では、サーバー コンピュータの追加ウィザードを用いて、サーバーを追加することができます。 追加サーバーは、クライアントまたはサーバーアプリケーションを実行したり、ターミナル サーバー接続を可能にしたりするために使用することができます。

· 追加サーバーのセットアップ
	説明
	· 追加サーバーの接続。Windows Small Business Server ネットワークへの追加サーバーを接続するには、Web サイトをブラウズするだけといたってシンプルです。このサイトから、ネットワークの設定に必要なすべてのツールにアクセスできます。

· ターミナル サーバーの有効化。 Windows Small Business Server 2003 ネットワークにサーバーを追加することで、ターミナル サーバーを有効にすることができます。 ターミナル サーバーを用いると、デスクトップや基幹業務アプリケーションを干すティングすることができます。

	機能拡張の内容
	Windows Small Business Server ネットワークにサーバーを追加できる機能は、Windows Small Business Server 2003 における新機能です。


アドレス バーに、http://servername/connectcomputer と入力します。 ここで、servername は、Windows Small Business Server 2003 を実行しているコンピュータの名前です。

	1. 
	


クライアント コンピュータのセットアップとユーザーの追加
柔軟で迅速なクライアント コンピュータの展開
Windows Small Business Server 2003 には、アプリケーションの展開やネットワークへのクライアント コンピュータの追加を迅速で、容易なものにする、いくつかの統合ウィザードが搭載されいます。これらのツールを使用すれば、コンピュータごとにアカウントを作成し、アプリケーションを展開するではなく、コンピュータのグループ全体に対して、ユーザーやコンピュータのアカウントの作成、ソフトウェアの展開、およびコンピュータの設定を行うことができます。[パワー ユーザーのためのサーバーの管理] コンソールは、パワー ユーザーがユーザーやプリンタの追加などの単純な管理タスクを実行できる、単一の場所を提供します。
クライアント コンピュータは、Web サイトへのアクセスを通してネットワークに参加できるようになりました。ユーザーのプロファイル情報は、新しいユーザー アカウントに移行されます。新しいユーザー アカウントは、事前に設定されたユーザー テンプレートをベースにすることができます。新しいテンプレート ウィザードを使用すると、独自のカスタム ユーザー テンプレートを作成できます。
· クライアント コンピュータのセットアップ
	説明
	· クライアント コンピュータの接続。Windows Small Business Server ネットワークへのローカル コンピュータの接続は、Web サイトにアクセスするだけで済みます。ユーザーは、このサイトから、ネットワークを設定するために必要なすべてのツールにアクセスできます。これは、Small Business Server 2000 で使用されていたフロッピー ディスクを置き換えるものです。
· プロファイルの移行。ユーザーやコンピュータがピアツーピア ネットワークから Windows Small Business Server ネットワークに参加すると、クライアント セットアップ ウィザードは、デスクトップ、スクリーン セーバー、[マイ ドキュメント] フォルダのファイル、お気に入りなどのプロファイル設定を移行し、それによってユーザーの混乱を最小限にします。
· クライアント アプリケーションの展開と設定。コンピュータのセットアップ ウィザードは、Windows Small Business Server 2003 に含まれているクライアント アプリケーションを展開します。クライアント アプリケーションのセットアップ ウィザードを実行すれば、他のアプリケーションをサーバーに追加して、クライアント コンピュータに自動的に展開することができます。
· モバイル クライアント コンピュータの設定。コンピュータのセットアップ ウィザードを実行しているときに、クライアント コンピュータをモバイル使用に設定できます。Microsoft Office Outlook 2003 は、ユーザーがオフラインのときも連絡先の情報が使用可能になるように設定されます。リモート接続ディスクの作成オプションを使用してフロッピー ディスクを作成し、それを使用してリモート コンピュータ (たとえば、ユーザーの家庭用コンピュータ) で接続を設定するか、または接続マネージャをダウンロードできるリモート Web ワークプレースにユーザーを導くことができます。両方のオプションとも、クライアント コンピュータのデスクトップに、VPN またはダイヤルアップ接続によってサーバーを指すアイコンが配置されます。ユーザーは、ユーザー名とパスワードを入力するだけでリモート接続できます。
· 詳細設定オプション。コンピュータのセットアップ ウィザードを実行しているときに、プリンタ構成や、特定の Internet Explorer のお気に入りなどのオプションを選択解除することができます。これによって、クライアント コンピュータの設定をより細かく制御できます。これらのオプションは、[クライアント コンピュータ設定の表示] でも確認できます。
· クライアント コンピュータ設定の表示。[サーバーの管理] の [クライアント コンピュータの管理] タスクパッドにある [クライアント コンピュータ設定の表示] をクリックすることによって、特定のクライアント コンピュータ用に選択されているアプリケーションや設定を表示できます。この情報は、初期展開の後で、適切な設定やアプリケーションが配布されていることを確認する場合に特に有効です。
· ウィザードによって実行された設定の保存。ウィザードによって実行された設定はファイルに保存され、それを電子メールで送信したり、出力したりできます。これによって、サーバーの設定に対する変更のログを作成することが可能になります。この情報は、問題が発生した場合のサーバーのトラブルシューティングに役立ちます。

	機能拡張の内容
	コンピュータのセットアップ ウィザードの機能は、Small Business Server 2000 から大きく向上しています。
· コンピュータが Web ページからネットワークに参加できます。
· ユーザーのプロファイルが保持され、新しいユーザー アカウントに移行されます。
· ウィザードが簡略化されています。

· ユーザー インターフェイスがより直感的になりました。

	起動方法
	コンピュータのセットアップ ウィザードを起動するには、[スタート] メニューの [サーバーの管理] をクリックします。コンソール ツリーの [クライアント コンピュータ] をクリックします。詳細ウィンドウの [クライアント コンピュータのセットアップ] をクリックします。
クライアント コンピュータを Windows Small Business Server に接続するには、次の手順を実行します。
1. Windows Small Business Server ネットワークに接続されたコンピュータで、Internet Explorer を開きます。

2. アドレス バーに、http://servername/connectcomputer と入力します。ここで、servername は、Windows Small Business Server 2003 を実行しているコンピュータの名前です。


· ユーザーの追加
	説明
	· Windows Small Business Server 2003 にはユーザー追加ウィザードが含まれており、新しいユーザー アカウントを追加するための統合された方法が提供されます。このウィザードでは、Active Directory でのユーザー アカウントの作成、Exchange でのメールボックスの作成、イントラネットや、共有されるファイルとプリンタなどのネットワーク リソースへのアクセスの許可、個人用ファイルを格納するホーム フォルダのサーバーでの作成などを行います。このウィザードとコンピュータのセットアップ ウィザードを組み合わせれば、クライアント コンピュータを新しいユーザー用に設定できます。
· ユーザー テンプレートを使用すれば、一般的な設定を定義して何回でも再利用できるため、ユーザーの追加を迅速に行うことができます。事前に定義されたテンプレートを使用するか、またはテンプレート ウィザードを使用してカスタム テンプレートを作成することができます。
· ユーザー追加ウィザードを一括モードで起動すれば、ウィザードの 1 つのインスタンスで複数のユーザー アカウントを追加できます。また、パワー ユーザーがユーザー追加ウィザードをシンプル モードで使用するようにすれば、パワー ユーザーが追加できるアカウントの種類を制限することができます。

	機能拡張の内容
	ユーザー追加ウィザードを使用して同時に複数のユーザーを追加する機能は、Windows Small Business Server 2003 の新機能です。

	起動方法
	1 つのユーザー アカウント、または一度に複数のユーザー アカウントを作成するには
1. [スタート] メニューの [サーバーの管理] をクリックします。
2. コンソール ツリーの [ユーザー] をクリックします。

3. 詳細ウィンドウの [ユーザーの追加または複数ユーザーの追加] をクリックします。


監視とレポート作成
サーバーの利用状況およびステータスの効率的な監視とレポート作成
Windows Small Business Server 2003 では、サーバーの利用状況を監視し、パフォーマンスと利用状況のレポートを電子メールまたはオンラインで受信することを可能にするツールが提供されます。監視とレポート作成のツールを使用すれば、顧客のサイトを遠隔地から監視することが可能になります。リモート監視はサイト訪問の削減に役立つため、技術コンサルタントと企業経営者の両方の経費が節約されます。さらに、企業経営者にとっては、企業内で何が発生しているかや、従業員がオフィスを離れている場合でも従業員の作業のようすを把握するのに役立ちます。
· 監視とレポート作成
	説明
	· 監視の設定ウィザードは、警告通知や、サーバーのパフォーマンスと利用状況のレポートをセットアップします。また、アプリケーション ログも設定します。定期的にパフォーマンスと利用状況の統計レポートを受信したり、サーバーで問題が発生した場合は即時警告を受信したりすることを選択できます。企業経営者には、イントラネット上のセキュアな Web ページに利用状況の統計レポートを表示するためのアクセス権が許可されます。
· 警告は、サーバーでクリティカルな問題が発生した時に、電子メールで直ちにユーザーに通知するために使用されます。自動的に開始するように設定されているサービスが停止したり、パフォーマンス カウンタのしきい値を超えたり、クライアント イベントがイベント ログに記録されたりした場合、設定がされていれば Windows Small Business Server 2003 が自動的に警告を送信します。
· パフォーマンス レポートは、サーバーの一般的な正常性に関する情報を提供するものであり、以前のバージョンの Small Business Server を使用して実行された「単純な」監視の大部分を置き換えることができます。パフォーマンス レポートはサーバー上に表示でき、指定された受信者には電子メールで送信できます。このレポートには、それ以前の 24 時間のヘルス モニタ警告と、クリティカルなイベント ログ エントリが含まれます。また、重要なパフォーマンス カウンタと、メモリ消費量の大きい上位 5 個のプロセスに関する要約情報も含まれます。
· 企業経営者向けの利用状況レポートには、企業経営者が、ネットワークがどのように使用されているかを理解するのに役立つ情報が含まれます。これらのレポートでは、従業員のインターネット、電子メール、およびファックスの利用状況や、リモート接続に関する詳細情報が提供されます。利用状況のデータは、アプリケーション ログから 1 日に 1 回収集され、レポートにはその統計が表示されます。企業経営者や、その他の認証されたユーザーは、電子メールで利用状況レポートを受信するか、またはレポートをイントラネット上の Web ページに表示することができます。また、最新のレポートは、[サーバーの管理] でも表示できます。
· [監視とレポート] タスクパッドでは、監視と利用状況のデータを表示するための中央の場所が提供され、レポートと警告を設定するためのタスクが一覧されます。また、詳細情報や、イベント ビューア、タスク マネージャ、サービス マネージャなどの他のトラブルシューティング用ツールへのリンクも含まれています。
· ヘルス モニタ設定のインポート/エクスポート ウィザードは、ヘルス モニタのすべてのしきい値と警告を、Windows Small Business Server 2003 を実行しているコンピュータからエクスポートし、それらを Windows Small Business Server 2003 を実行している別のコンピュータにインポートできるようにします。このウィザードを使用すれば、事前に設定された一連のカスタム ヘルス モニタ警告を、顧客のサーバーに迅速に保存し、インストールすることが可能になります。

	機能拡張の内容
	· 監視の設定ウィザード、[監視とレポート] タスクパッド、および企業経営者向けの利用状況レポートは、Windows Small Business Server 2003 の新機能です。これらの機能によって、監視レポートと警告をセットアップ、設定、および配布するタスクが簡略化されます。
· Windows Small Business Server 2003 では、事前に設定された一連の警告と警告のしきい値が提供されます。また、シンプルなユーザー インターフェイスが追加されているため、設定の細かな調整も容易に行えます。この機能を使用するために、ヘルス モニタについて習得する必要はありません。
· パフォーマンス レポートには、関連するパフォーマンス カウンタとメトリックの、事前に設定された一覧が含まれています。このレポートは追加情報を含むように拡張されているため、サーバー ステータスがより完全に把握できます。レポートは明確にフォーマット化されているため、対応が必要な問題をより容易に認識できます。

	起動方法
	· これらのツールを起動するには、[スタート] メニューの [サーバーの管理] をクリックします。[スタート] メニューの [サーバーの管理] をクリックします。コンソール ツリーの [監視とレポート] をクリックします。詳細ウィンドウの、対象のタスクをクリックします。
· 監視レポートと警告をセットアップするには、[スタート] メニューの [サーバーの管理] をクリックします。コンソール ツリーの [監視とレポート] をクリックします。詳細ウィンドウの [監視レポートと警告のセットアップ] をクリックします。


バックアップと復元
バックアップ戦略の成功を保証するのに役立つ、バックアップと復元の統合ソリューション
Windows Small Business Server 2003 のバックアップ ソリューションは、顧客やテクノロジ プロバイダからのフィードバックの直接の成果として作成されました。このソリューションは、顧客がサーバーを容易に、かつ正常にバックアップするのに役立つように、また、顧客の復元プロセスをガイドするように設計されており、それによって顧客のバックアップ/復元戦略の成功を保証しています。
このバックアップ ソリューションは、管理者にバックアップ戦略を作成するよう促し、バックアップの対象、バックアップの実行時期、バックアップ情報の格納場所などを決定するためのプロセスをガイドします。また、クライアント データもバックアップされるようにユーザーの [マイ ドキュメント] フォルダをサーバー上の共有領域にリダイレクトするタスクも簡略化されています。既定では、サーバーを完全に復元するために必要な、サーバー上のすべてのデータがバックアップされます。
Windows Small Business Server 2003 で可能なバックアップ先は、テープ、サーバー内の別のハード ディスク、またはネットワーク内の任意のコンピュータ上の共有フォルダです。また、テープを交換する時間が来たら適切な人に思い出させたり、指定された人に各バックアップの成功または失敗を通知したりする処理も実行されます。バックアップ ソリューションの最後の部分は、個別のファイルまたはサーバー全体を復元するプロセスを完全に記述した、簡易化されたドキュメントです。
· バックアップと復元
	説明
	· Small Business Server バックアップ ウィザードは、新任の管理者を、正常なバックアップ戦略の作成と実装ができるようにガイドします。既定では、サーバーを完全に復元するために必要な、すべてのシステム、アプリケーション、およびデータ ファイルがバックアップされます。これには、ファイル共有、クライアント コンピュータからリダイレクトされた [マイ ドキュメント] フォルダ、および企業の SharePoint サイトに格納されているファイルを含めることができます。このウィザードでは、次の設定が可能です。
· バックアップ対象のファイルとフォルダ。
· バックアップを実行する頻度と時間。
· バックアップ ファイルの格納場所と保持するファイル数。
· バックアップ テープの交換に責任を持つ人へのリマインダ。
· Exchange から削除されたアイテムを保持する期間。
· ユーザー共有フォルダの旧バージョン用に確保しておくディスク容量。
· テープ、ローカル ハード ディスク、またはネットワーク共有へのバックアップ。
· 旧バージョンのファイルが削除または上書きされた場合にそれをユーザーが復元できるようにボリューム シャドウ コピー サービスを構成できます。
· Windows Small Business Server 2003 を実行するコンピュータのユーザー共有フォルダ、または同一ボリュームの別の共有フォルダに保存されているファイルは復元することができます。
· 各バックアップに対する成功または失敗のレポートは、Windows Small Business Server 2003 の監視とレポート作成の機能に統合されており、バックアップ スナップインでも使用できます。
· Outlook から削除された個別のアイテムは、Exchange の削除済みアイテムの保存機能を使用して復元します。
· サーバー全体を正常に復元するための手順が提供されます。

	機能拡張の内容
	· Small Business Server バックアップ ソリューションは Windows Small Business Server 2003 の新機能です。

	起動方法
	· バックアップ戦略を設定するには、[スタート] メニューの [サーバーの管理] をクリックします。コンソール ツリーの [バックアップ] をクリックします。詳細ウィンドウでは、次のことが可能です。
· Small Business Server バックアップ設定ウィザードへのアクセス。
· ユーザーの [マイ ドキュメント] フォルダの、サーバー上の共有領域へのリダイレクト。

· システム回復方法の読み取りと出力。


セットアップ
円滑なインストールを保証する、完全に統合されたツール
Windows Small Business Server 2003 は、小規模企業のネットワークのインストールと設定のための統合セットアップ ソリューションを提供します。小規模企業のネットワーク全体を設定できるようにガイドする設計になっているため、エンド ツー エンドのソリューションが提供されます。これを実行するために、セットアップは、小規模企業のネットワークのためのベスト プラクティスに基づいて、オペレーティング システムのインストールと設定を行い、サーバーのアプリケーションとツールをインストールするように最適化されています。ただし、ビジネス ニーズに合うようにインストールをカスタマイズすることも可能です。また、セットアップは、ディスク領域、システム互換性、アプリケーション従属関係などの、Windows Small Business Server のインストールの正常な完了にとって重要な要因にも対応しています。
これらのインストール機能は、小規模企業の顧客に代わってソリューションをセットアップする技術コンサルタントや、自分で何でも行いたいと考えている技術のわかる企業経営者のために設計されています。たとえば、セットアップは、サーバーが外部のファイアウォール デバイスに接続されているかどうかを検出するようになりました。このデバイスがユニバーサル プラグ アンド プレイ (UPnP) をサポートしている場合、Windows Small Business Server はその設定を行います。
Windows Small Business Server 2003 は、OEM に製品全体を完全にプレインストールする機能を提供しているため、ロイヤリティ OEM とシステム ビルダのどちらにも、複数のコンピュータに Windows Small Business Server 2003 をインストールするための効率的な方法が提供されます。これによって、OEM 顧客やチャネル パートナーは、Windows Small Business Server をセットアップし、運用するための単純で迅速な方法を得ることができます。
· 統合されたセットアップ
	説明
	Windows Small Business Server 2003 のセットアップは、Windows Small Business Server 2003、Exchange Server 2003、Windows SharePoint Services、および Office Outlook 2003 の統合された、完全なインストールと設定を実現します。セットアップは、最初にオペレーティング システムをインストールします。次に、ツールとアプリケーションのインストールの準備として、オペレーティング システムを設定します。セットアップの最後の手順は、サーバー アプリケーションのインストールの後に自動的に表示される作業一覧です。
· セットアップは、サーバーのツールやアプリケーションのインストールのためのベスト プラクティス実装に基づいて、オペレーティング システムを設定します。
· セットアップは、外部のファイアウォール デバイスの存在を検出し、そのデバイスが UPnP  (Universal Plug and Play) をサポートしている場合はその設定を行うことができます。
· Exchange Server。Windows Small Business Server 2003 は、小規模企業の環境用に Exchange Server を調整します。これには、削除済みアイテムの保存の設定、Exchange メールボックスに対するメール クォータの設定、循環ログの有効化などのオプションが含まれます。
· Windows SharePoint Services。Windows Small Business Server 2003 は、Windows SharePoint Services を使用した、事前に設定されたイントラネット ソリューションを企業に提供します。このソリューションには、購読サービスの設定、Windows Small Business Server ユーザーに対するイントラネット アクセスの許可、および着信ファックス ドキュメント ライブラリの作成が含まれます。
· Outlook 2003。セットアップで、Outlook 2003 は、クライアント コンピュータに展開するときに使用される共有フォルダに置かれます。

	機能拡張の内容
	セットアップは、Small Business Server 2000 から大きく機能向上しています。いくつかのウィザード ページが変更され、セットアップの進行状況を表示するために再設計されたページもあります。たとえば、何がインストール済みで、何が現在インストール中であり、何がまだインストールされていないかがわかるようになりました。小規模企業にとって適切な既定の設定が使用されているため、表示されなくなったページもあります。たとえば、[ディレクトリ サービス復元モードのパスワード] ページはもう表示されません。代わりに、ビルトイン管理者アカウントのパスワードが既定のパスワードになるため、2 つのパスワードを管理する必要はありません。
[内部ドメインの情報] ページは、ユーザーが内部ドメインの DNS 名を選択するときに役立つ既定の設定と情報を表示するように再設計されています。また、作業一覧も、Small Business Server 2000 から完全に再設計されています。顧客からのフィードバックが新しい設計に採り入れられているため、小規模企業の使用やカスタマイズが容易になりました。また、プロダクト キーの入力が必要なのも 1 回だけです。
· Exchange Server 2003 には、Exchange の最新の機能に対するサポートが組み込まれており、電子メール アドレスの形式に関する決定もより適切に行われます。
· Windows SharePoint Services は、Small Business Server 2003 の新機能であり、企業内部の Web サイトを提供します。
· Outlook 2003 には、複数のフォルダにわたって検索する機能、キャッシュ モード オプション、より適切な同期などの新機能が含まれています。

	起動方法
	セットアップの起動方法は、選択したインストールの種類に依存します。詳細については、Microsoft Web サイト (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=23290&clcid=0x411) の『Windows Small Business Server 2003 ファースト ステップ ガイド』を参照してください。


· OEM から提供されている、フルにプレインストールされたサーバー
	説明
	OEM を通じて、チャネル パートナーや企業経営者に、Windows Small Business Server 2003 のフルにプレインストールされたバージョンが提供されています。これにより、すべてのユーザーが約 30 分で完全に動作可能なソリューションを入手できます。
· OEM は、イメージングまたはディスク複製のプロセスを完了する前に、Windows Small Business Server で提供されているツールを使用して、完全な Windows Small Business Server 2003 製品をプレインストールできるようになりました。
· 新しい方法を使用して OEM によってプレインストールされたサーバーを受け取ったときにユーザーが行う必要があるのは、セットアップ中に要求される情報を入力し、作業一覧を完了することだけです。

	機能拡張の内容
	· OEM パートナーが提供しているソリューションの機能は、Small Business Server 2000 から大きく向上しています。Small Business Server 2000 のソリューションでは、オペレーティング システムのプレインストールだけが提供されていました。このリリースでは、Windows Small Business Server 2003 の完全なプレインストールがサポートされます。

	起動方法
	· OEM パートナーが提供するソリューションの機能は、OEM からの市販リリースの時点で使用可能になります。
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